
精神科医療機関情報交換会について

クライシスプランとは：安定から悪化までの生活・病気の
状態に応じた自己対処及び支援者の対応、悪化時の希望
について当事者と支援者が協働的に作成するプロセスに
より合意された計画

非同意入院を防ぐ上で有望な介入方法の１つ
急性増悪時等の対応にも役立つ！
（対処や支援を「見える化」する）

令和6年度のテーマ：「クライシスプランについて」 令和７年度の開催に向けた打ち合わせにて出た意見

「緊急性のアセスメントが困難」 「相談先がわからない」

緊急時のアセスメント力の向上や各関係機関の連携体制の
強化が必要

クライシスプランを作成しておくことで、自助の力を身につ
け、緊急時においても迅速な対応をすることができる。
課題：クライシスプラン作成の普及啓発・関係機関連携

資料４



【テーマ】

「クライシスプランの効
果的な活用について
 ～緊急時に適切な支援
を提供するために～」 
→緊急時の対応に困惑、
緊急性を判断しアセスメン
ト（評価）する視点が不十
分などの意見より。

〇開催日：令和7年12月3日（水）14時から16時

【令和7年度精神科医療機関間情報交換会の目的】

クライシスプランの効果的な活用について学びを深め、
緊急時においても対象者に適切な支援を提供できる
ような体制を構築する。

そのための

講演 グループ
ワーク

今年度新たな取組として、区内精神科医療機関および
訪問看護ステーションと協力し、企画・運営を行った。

×

令和7年度精神科医療機関間情報交換会の概要

【テーマ】

「支援に活かすクライシ
スプランの作成と活用」
→対象者にプラン作成を
提案するが理解してもらえ
ない。作成後に地域支援者
への移行、共有が不十分で
効果的な活用ができてい
ないという背景より。

〇参加機関からの意見

「地域に戻られた際に訪問看護等医療と連携する大切さ、ポイ
ントが学べてよかった。」

「入院期間に「作成すること」が目的という認識が強い印象が
あったため、今回の学びを活用し、加筆・修正するプロセスが
大切であることが分かった。」

「ＰＳＷ、訪問Ｎｓなど他職種と意見を共有したころで新たな視
点でみることができ、良かった。」

「病院外に地域の現状や実践が具体的に知れた。当院から持
ち帰ったクライシスプランを実際に活用していただいている
ことを知れた。」

クライシスプランの効果的な活用について学
びを深めることかでき、支援機関同士の連携
強化のための一助となった会であった

令和7年度精神科医療機関間情報交換会の結果
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